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「差別をなくす強調月間」市町村民集会における

県立特別支援学校生徒の社会参加活動についてこの度、平成２３年度「差別をなくす強調月間」の行事として、各市町村で計画されています「差別をなくす強調月間」市町村民集会において、県立特別支援学校生徒が地域で暮らす住民の一人として、身近に感じ合うことのできる出会いの機会として、生徒が希望する地域で市町村民集会当日の受付係などをします。 記１ 日 時平成２３年７月２日（土）～ ７月２９日（金） までの間の１日２ 場 所各市町村３ 活動内容市町村役場の職員と一緒に、集会参加者に資料を手渡したり、会場への誘導を行ったりします。４ その他資料１ 「差別をなくす強調月間」市町村民集会における特別支援学校の参加状況一覧資料２ 市町村町長宛の依頼文書の写し
この活動は、「奈良県新しい公共の場づくり」のためのモデル事業として、ＮＰＯ法人ならチャレンジド、県教育委員会事務局学校教育課及び県障害福祉課が協働して取り組む事業として行います。



資料２平成23年６月６日市町村長 各位（人権施策担当部課扱い） 県教育委員会事務局学校教育課長県健康福祉部障害福祉課長（ 公 印 省 略 ）
「差別をなくす強調月間」市町村民集会等における

県立特別支援学校生徒の社会参加活動に係わる協力依頼について平素は、特別支援教育の推進並びに障害者の社会参加にむけて格別のご尽力・ご協力を賜り、御礼申し上げます。さて、この度、奈良県新しい公共の場づくりのためのモデル事業として、ＮＰＯ法人ならチャレンジド、県教育委員会事務局学校教育課及び県障害福祉課が協働して「地域社会で生きる！特別支援学校生徒の社会参加および就労支援事業」をモデル的に取り組むことになりました。この事業は、平成23・24年度の２カ年の取組でありますが、その最初の事業として、各市町村にて取り組まれています「差別をなくす強調月間」市町村民集会（７月開催）において県立特別支援学校生徒が社会参加活動の一環として、受付係業務等に参加させていただきたく存じます。つきましては、県立特別支援学校及びＮＰＯ法人ならチャレンジドが、ご協力のご依頼及び詳細についての打合せにお伺いしますので、格別のご高配を賜りますようお願い申し上げます。【ＮＰＯ法人ならチャレンジド】県立特別支援学校・福祉施設・事業所・ハローワーク・障害者職業センター・県市町村等と連携し、地域で暮らすチャレンジド（「障害者」以下同じ）に対して、生活相談、福祉サービス（就労支援を含む）および社会参加等に関する事業を行い、チャレンジドがあらゆることに挑戦し、“誇り”をもって豊かに生きる「共生社会」の推進に寄与することを目的として、2010年2月1日に設立された特定非営利活動法人です。県教育委員会事務局学校教育課特別支援教育係担当：木下TEL：0742-27-9856（ダイヤルイン）県健康福祉部障害福祉課障害者雇用促進係担当：水野、高塚TEL：0742-27-8514（ダイヤルイン）


